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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
建 築 物 の 床 、 壁 、 間 仕 切 り 等 の 仕 切 り 部 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 貫 通 さ れ る 耐 火 多 層 管 で あ
っ て 、 合 成 樹 脂 管 と 、 無 機 充 填 材 を 含 有 す る 防 音 性 の 樹 脂 組 成 物 か ら な る 層 お よ び 熱 膨 張
性 黒 鉛 を 含 有 す る 樹 脂 組 成 物 か ら な る 層 が 合 成 樹 脂 管 の 外 周 に 設 け ら れ 、 無 機 充 填 材 の 配
合 量 は 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し ５ ０ ～ ５ ０ ０ 重 量 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 火 多 層 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 無 機 充 填 材 の 真 比 重 が ３ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 火 多 層 管
。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 合 成 樹 脂 と 、 こ の 合 成 樹 脂 管 の 外 周 に 熱 膨 張 性 黒 鉛 を 含 有 す る 樹 脂 組 成 物 か ら な る 層
と 無 機 充 填 材 を 含 有 す る 樹 脂 組 成 物 か ら な る 材 料 か ら な る 層 を 、 共 押 出 す る こ と に よ り 多
層 管 形 状 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 耐 火 多 層 管 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 者 は 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 防 音 性 を 有 す る 熱 膨 張 性 耐
火 材 料 か ら な る 層 を 備 え た 合 成 樹 脂 管 が 本 発 明 の 目 的 に 適 う こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成
す る に 至 っ た 。
　 す な わ ち 本 発 明 は 、
［ １ ］ 建 築 物 の 床 、 壁 、 間 仕 切 り 等 の 仕 切 り 部 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 貫 通 さ れ る 耐 火 多 層
管 で あ っ て 、 合 成 樹 脂 管 と 、 無 機 充 填 材 を 含 有 す る 防 音 性 の 樹 脂 組 成 物 か ら な る 層 お よ び
熱 膨 張 性 黒 鉛 を 含 有 す る 樹 脂 組 成 物 か ら な る 層 が 合 成 樹 脂 管 の 外 周 に 設 け ら れ 、 無 機 充 填



材 の 配 合 量 は 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し ５ ０ ～ ５ ０ ０ 重 量 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 火 多
層 管 を 提 供 す る も の で あ り 、
［ ２ ］ 無 機 充 填 材 の 真 比 重 が ３ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 火 多
層 管 を 提 供 す る も の で あ り 、
［ ３ ］ 合 成 樹 脂 と 、 こ の 合 成 樹 脂 管 の 外 周 に 熱 膨 張 性 黒 鉛 か ら な る 層 と 無 機 充 填 材 を 含 有
す る 樹 脂 組 成 物 か ら な る 材 料 か ら な る 層 を 、 共 押 出 す る こ と に よ り 多 層 管 形 状 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 耐 火 多 層 管 の 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
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